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地球地球環境環境問題とは問題とは

0500010000
2000195019001850

①地球温暖化と①地球温暖化とCOCO22濃度増加濃度増加

③資源枯渇問題③資源枯渇問題

Time(before 2005)

85年
459万㌧

(2003年1月)
ウラン

66.7年
179兆53百万m3
(2004年末)

天然ガス

164年
9090億64百万㌧
(2004年末)

石炭

40.5年
1兆1886億バーレル
(2004年末)

石油

可採年数確認可採埋蔵量資源

エネルギー資源枯渇

（出典：いずれもＩＰＣＣ第４次報告書）

（出典：C.J.Campbell et al,ASPO(2004))

平均気温上昇

CO2増加
CO2排出量

②人口増加に伴う②人口増加に伴う
水不足問題水不足問題

人口増加

水不足状況

（出典：IWMI report(2006))

ピークアウト
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企業を取り巻く事業企業を取り巻く事業環境環境

海外海外

石油

天然ガス

鉱物
（レアメタル）

排出物

運輸

民生

焼却

埋め立て

中国中国

ＲｏＨＳ指令

資源 使用 廃棄製造

米国米国欧州欧州

バイオマス

吸収

産業発展に伴うＣＯ２排出量急増

発電

原料
リサイクル

産業

植物

ＣＯ２ ＣＯＰ１５ ポスト京都

◆各国政府補助金

環境関連市場
京都メカニズム クリーン開発メカニズム(CDM)、

共同実施、排出権取引

◆政府補助金

◆国家プロジェクト

国内国内

◆グリーン・ニューディール政策
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地球環境問題への着眼点地球環境問題への着眼点

革新技術マップ

経済産業省資料を参考に当社作成

部門 低炭素化効率向上

ＣＯ２排出量内訳 （世界）

出典：国際エネルギー機関

産業(19%)民生(7%)

発電・熱供給(41%)運輸(23%)

その他(10%)

民生

産業
高効率水分離膜技術 バイオマス系ポリマー製品

バイオマスバイオマス

燃料電池

運輸

発電・熱供給
太陽光発電原子力発電 風力発電

燃料電池車

高性能電力貯蔵
ＣＯ２回収・貯留

新エネルギー新エネルギー

バイオマス燃料

総量280億ﾄﾝ（2006年） 省エネハウス・
省エネ機器(38%)

再生可能エネルギー(29%)

自動車
関連(7%)

スマートグリッド(26%)

米国景気対策法案元に当社作成

米国環境投資

省エネハウス・省エネ機器

省エネルギー省エネルギー

軽量化材料
ハイブリッド・電気自動車

エネルギー管理システム

水処理・空気浄化・環境低負荷水処理・空気浄化・環境低負荷
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地球環境問題への東レの取り組み地球環境問題への東レの取り組み

環境保全 ソリューション提供

地球温暖化
防止

環境負荷
低減

環境３カ年計画

新エネルギー

ライフサイクルマネジメント（ＬＣＡ、エコ効率分析）

省エネルギー

バイオマス

リサイクル

環境低負荷材料

水処理

空気浄化

プロジェクト“エコチャレンジ”プロジェクト“エコチャレンジ”
持続可能な低炭素社会実現に向け、エコを総合的にとらえ、省資源・地球環境保護に

先進的に取り組む東レグループの活動の総称

全ての事業戦略の軸足を「地球環境」に置いた新たな経営方針
「東レグループは環境を通じて社会に貢献します」

全ての事業戦略の軸足を「地球環境」に置いた新たな経営方針
「東レグループは環境を通じて社会に貢献します」
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プロジェクト“エコチャレンジ”プロジェクト“エコチャレンジ”(1)(1)

ＣＯ２排出量

東レ製品による
ＣＯ２削減量

合計

【ライフサイクル全体でみたＣＯ2削減効果】

ライフサイクル全体でのＣＯ２削減効果
ＣＯ２削減貢献度 ＝

原料・製造・廃棄段階でのＣＯ２排出量

ＺＺ
資源採掘～原材料 使用製造 廃棄

産業（19％）

発電・熱供給
（41％）

運輸（23％）

民生（7％）

その他
（10％）

2006年
280億ﾄﾝ

化学（5％）

・２００６年の世界のＣＯ２排出量は２８０億トン
・温暖化防止には２０５０年までに半減する必要有
・化学産業の排出比率は約５％、
製造工程での排出削減余力・効果は限定的

・化学製品のライフサイクル全体を通じて世界全体の
ＣＯ２排出削減に如何に貢献するかが重要

持続可能な社会実現に向けての当社の役割

ライフサイクルマネジメント（ＣＯ２削減貢献度）による地球環境への貢献

ＣＯ２削減貢献度を高めることで地球環境に貢献する
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製品の製造過程におけるＣＯ２排出量削減に努めると共に、ライフサイクル全体における

ＣＯ２排出量を削減し、持続可能な低炭素社会の実現に貢献する。

プロジェクト“エコチャレンジ”プロジェクト“エコチャレンジ”(2)(2)

2007年 2020年近傍

1.3倍

東レＧ
ＣＯ2
排出量

20倍

環境配慮
製品に
による
削減効果

ＧＨＧ除去・回収ＧＨＧ除去・回収

省エネルギー省エネルギー

新エネルギー新エネルギー

バイオマスバイオマス

水処理水処理

空気浄化空気浄化

環境低負荷環境低負荷

リサイクルリサイクル

プロセス 材料・製品

省エネプロセス

工程リサイクル

有害物質不使用

CO2 、代替フロン回収

軽量化材料

廃水処理

バイオケミカルズ

バイオ燃料

水処理

易リサイクル

省エネ建材・住設

発電・蓄電

廃ガス処理

環境配慮型製品事業ＣＯ2削減貢献度

【目標１】 ＣＯ２削減貢献度 ：現状１．３倍 2020年近傍で２０倍

【目標２】 環境配慮型製品事業：2007年度2,140億円 2020年近傍で１兆円
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環境保全環境保全ーー方針と体制方針と体制

（１）環境保全管理体制 「東レグループ一元管理」
・1993年に環境監査開始（海外：1995年）
・2000年に「東レグループ環境管理基準」制定

（途上国にも日本並みの基準を適用）

（２）環境１０原則 -2000年１月制定-
経営の意思を明確化し
従業員に周知、広く社会に公表

東レグループ

国内
関係会社

東レ 工場

（東レ）地球環境委員会
（東レ）安全・衛生・環境委員会

海外
関係会社

１．環境保全の最優先

２．地球温暖化防止
３．環境汚染物質の排出ゼロ
４．より安全な化学物質の採用
５．リサイクルの推進
６．環境管理レベルの向上

７．環境改善技術・製品による社会貢献
８．海外事業における環境管理の向上
９．環境に対する社員の意識向上
10．環境情報の社会との共有

省エネルギーを推進し、
エネルギー原単位の低減
および二酸化炭素排出量の

抑制に努めます

新しい技術開発にチャレンジし、
環境改善技術と環境負荷の
少ない製品を通じて社会に貢

献します
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環境保全－環境負荷の低減環境保全－環境負荷の低減
①１９７０年代から環境負荷低減に取り組み、大きな成果
②２０００年から「環境３ヵ年計画」を開始し、更なる削減

業界トップレベルの削減を実現

ＳＯｘ 93％削減
（23800 →1610 ﾄﾝ）

BOD 89％削減
（10100 → 1110 ﾄﾝ)

’07

0

100

200

300

400

500
累積設備投資額

（億円）

’75 ’80 ’85 ’90 ’95 ’00 ’05’69

指

数

100

80

60

40

20

0

80

60

40

20

0

100

化学物質
76％削減

(1070 → 252ﾄﾝ)
廃棄物
82％削減
(29→5千トン)

（単純処分量）

（大気排出量）

指

数

’72’75 ’80 ’ 85 ’90 ’95 ’00 ’05 ’90

環境３ヵ年計画

’00 ’95 ’05 ’07

1969年以降で443億円を投資

’07

（年度）（年度）

（年度）



Copyright 2009 Toray Industries, Inc. All Rights Reserved. 12

60

70

80

90

100

'75 '77 '79 '81 '83 '85 '87 '89 '90

80

85

90

95

100

'90 '92 '94 '96 '98 '00 '02 '04 '06 '07

100

65.3

100

89.9

環境保全－地球温暖化防止環境保全－地球温暖化防止(1)(1)

※’90年から改正省エネ法による算出方式に変更

70年代：本格的な省エネ活動スタート
草の根省エネ、プロセス省エネ

80年代：草の根省エネ、プロセス省エネ
省エネ技術発表会開始(1983年)
省エネ診断開始(1988年)

90年代 ： コジェネ、プロセス省エネ
ＣＯ2削減社内インセンティブ
（投資効果：１０００円/ＣＯ2ﾄﾝ）

2000～ ： 超低圧蒸気発電（廃熱回収）
2008年 天然ガスコジェネ

社内インセンティブの拡大
（投資効果：２０００円/ＣＯ2ﾄﾝ）

省エネルギーの推進

’90年までにエネルギー原単位を
’75年対比35％削減（年率3％削減）

’07年までに’90年対比10％削減
（’75年比で41％減に相当）

原
単
位
指
数

（年度）（年度）
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環境保全－地球温暖化防止環境保全－地球温暖化防止(2)(2)

温室効果ガス（ＧＨＧ）排出削減

ＧＨＧ排出量の推移（東レ）

150

200

250

300

350

’９０ ’０３ ’０４ ’０５ ’０６ ’０７ ’１０

255 240
（6%削減)

224
（12%削減)

（基準年) （目標年)

100

78

ＧＨＧ排出原単位

100

90

80

70

削減対策を実施しない場合
(311)

(286)

77

2007年度実績
①排出量は、’90年比12％削減
②削減対策を実施しない場合の286万ﾄﾝに比べて、62万ﾄﾝ削減
③この間に、排出原単位では’90年比22％削減

革新技術により炭素繊維・
水処理などの環境配慮型事業
の成長に伴うＣＯ2排出量増加
を抑制し､削減を目指す

（万ﾄﾝ)

Ｇ
Ｈ
Ｇ
排
出
量
原
単
位
指
数

Ｇ
Ｈ
Ｇ
排
出
量
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ソリューション提供－環境配慮型製品－ソリューション提供－環境配慮型製品－

高分子 バイオ有機合成東レのコア技術 ナノテク

海水淡水化
逆浸透膜

住宅用繊維、
発泡体、フィルム

省エネルギー

新エネルギー

リサイクル

バイオマス

環境低負荷材料

水処理

空気浄化

地球温暖化地球温暖化
防止防止

環境負荷環境負荷
低減低減

バイオマス系
繊維、フィルム、樹脂

自動車・航空機用
軽量材料

太陽光発電、
風力発電用材料

東レの先端材料適用例



Copyright 2009 Toray Industries, Inc. All Rights Reserved. 16

炭素繊維について炭素繊維について

炭素繊維の軽量化ポテンシャル

（比強度・比弾性率：強度・弾性率を比重で割った値）

１．軽い ･･･比重は鉄の１／４

２．強い ･･･比強度は鉄の１０倍

３．剛い ･･･比弾性率は鉄の７倍

４．錆びない

急成長する炭素繊維産業

0

10

20

30

40

50

60

70

1960 1965 1970 1975 1980 1985 1990 1995 2000 2005 2010 2015

千ﾄﾝ／年

産業用途への波及
（自動車・エネルギー分野）

現在

産業用途

航空宇宙用途

スポーツ用途

世界のＰＡＮ系炭素繊維市場シェア

東レグループ
34%

東邦テナックス
グループ

19%

三菱レイヨン
グループ

19%

Hexcel
5%

Cytec 3%
台湾プラスチック 6% Zoltek

SGL
等

ラージトゥ
17%

炭
素
繊
維
需
要
量

高強度

炭素繊維
アラミド

ガラス

スチール

高弾性率

炭素繊維

比弾性率（108cm）

0
5

5

10

10

15

15

20

20

25

30

25

比
強
度
（
1
0
6
c
m
)

アルミ合金

チタン合金
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環境負荷低減 クリーンエネルギー製造

燃料電池高圧水素タンク

炭素繊維は使用時の環境負荷低減およびクリーンエネルギー製造に貢献

軽量化

航空機

自動車

代替燃料システム

効率化

特殊機能

バス・トラック

がCFRP（構造重量の５０％）

国産次世代軽量車体もCFRP

日の丸ジェットもCFRP

CNGで低CO2排出量を実現

CFRPで内圧７００気圧を実現
軽量電極材として利用

CFRP製CNGタンク

軽量高強度により
軽量タンクを実現

ﾎﾞｰｲﾝｸﾞ787 MRJ

欧州軽量車はCFRP

C/CCFRP

（CFRP：Carbon Fiber Reinforced Plastics 、炭素繊維強化プラスチックス）（CNG：Compressed Natural Gas 、圧縮天然ガス）

地球温暖化対策に貢献する炭素繊維地球温暖化対策に貢献する炭素繊維

風車の大型化

羽根断面

CFRP

軽量高剛性により
直径１００ｍを実現
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航空機ＬＣＡ“炭素繊維協会モデル”航空機ＬＣＡ“炭素繊維協会モデル”

0

10

20

30

40

50

60

70

80

機
体
重
量
（
ト
ン
）

その他
ＣＦＲＰ
チタン
スチール
アルミ

◆ 従来モデルとＣＦＲＰモデル

CFRP化

従来航空機 CFRP航空機
（ﾎﾞｰｲﾝｸﾞ７８７重量比に準拠）

CFRP ：５０％

胴体フレーム、主翼、
垂直・水平尾翼等

CFRP ：３％

補助翼、スポイラ、昇降舵、
方向舵、エンジンカウル等

ﾎﾞｰｲﾝｸﾞ767

航空機の機体構造
60→48 ﾄﾝ （▲20%）
機体総重量の9%に相当

アルミ

アルミ

スチール

チタン

ＣＦＲＰ
燃料

６０ｔ

４８ｔ １３ｔ

１３ｔ ３２ｔ

３２ｔ

従来航空機 計：１３４ｔ

ＣＦＲＰ航空機 計：１２２ｔ

機体構造 人・貨物

２９ｔ

内装品等

２９ｔ

機体構造の５０％にＣＦＲＰを適用し、機体構造を２０％軽量化可能

ﾎﾞｰｲﾝｸﾞ787と同等機体構造
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自動車ＬＣＡ“炭素繊維協会モデル”自動車ＬＣＡ“炭素繊維協会モデル”

車体重量の１７％にＣＦＲＰを適用し、車体重量を３０％軽量化可能

◆ 従来モデルとＣＦＲＰモデル

0

500

1,000

1,500

従来モデル ＣＦＲＰモデル

車
体
重
量
（
kg
）

ＣＦＲＰ

その他

非鉄金属

鉄鋼

普通乗用車の
平均重量モデル CFRP化

車体重量
1,380→970kg （▲30%）

CFRP ：１７％
1７4kg

ｽﾁｰﾙ
968kg ｽﾁｰﾙ

385kg

シートバック

ヘッドレストサポート
ドアフレーム・ピラー

ＦＲエンジンカバー

ＦＲストラットタワーバー

ミッションセンタートンネル

アンダーカバー

アンダーサポートロッド

ラジコアサポート

フェンダーサポート ＦＲカウル

エンジン部品

クラッシュボックス

ＦＲフロアトンネル

ＦＲフロアパネル

ＲＲラゲッジサイドパネル

ＲＲラゲッジフロア

ＲＲラゲッジパーティション

ＲＲラゲッジバックパネル

ＦＲダッシュ

ドアインナー

インパクトビーム

フード ルーフ

熱硬化ＣＦＲＰ：外板・強度メンバーなど
ＲＴＭ成形、重量（スチール比）３０％
熱可塑ＣＦＲＰ：準構造材など

プレス成形材、 重量（スチール比）５０％
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自動車･航空機ＬＣＡ“炭素繊維協会モデル”まとめ自動車･航空機ＬＣＡ“炭素繊維協会モデル”まとめ

◆ ＣＦＲＰ適用によるＣＯ２削減効果

0.0 100.0 200.0 300.0 400.0 500.0

1

2

素材製造

部品組立

運航

廃棄

CO2 [103 t/(機・10年)]

364,000 t

390,000 t

＊廃棄 = 0 t
素材製造：900 t
組立：3,000 t

素材製造：700 t
組立：3,800 t

削減効果: ２７，０００トン（7%）

合計：395 kt

合計：368 kt

航空機

世界のジェット旅客機保有数：１５，０００機
（１００席／機以上）

トータルCO２削減量≒４，０５０ 万トン／年

▲２，７００ トンCO2削減／(機・年)

従来航空機

ＣＦＲＰ航空機

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0

1

2

素材製造

部品組立

走行

廃棄

CO2 [t/(台・10年)]

3.9 t 26.0 t

1.2 t

0.3 t

5.1 t 20.2 t

0.8 t 0.3 t

削減効果: ５トン（16%）

合計：31.5 t

合計：26.5 t

自動車

▲０．５トンCO2削減／(台・年)

世界の高級乗用車保有数：３，７００万台
（５００万円以上／台）

トータルCO２削減量≒１，８５０万トン／年

従来自動車

ＣＦＲＰ自動車

＊前提とした平均的な航空機、車系を元にしたＣＯ２削減量に保有数を乗じて計算した値であるので、トータルＣＯ２削減量は目安値である。

ＣＦＲＰ活用による空力特性向上
などの副次効果を含まず
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航空機・自動車用炭素繊維ＣＯ航空機・自動車用炭素繊維ＣＯ２２削減貢献削減貢献

2020近傍
0

航空機・自動車用航空機・自動車用
当社炭素繊維による当社炭素繊維による
グローバルなグローバルな
COCO２２削減量削減量
（万ﾄﾝ）（万ﾄﾝ）

200

400

800

1,600

2015近傍2010 （年）

1,200

600

2007

＜航空機用途の削減効果＞

2007年 220万ﾄﾝ/年 2020年 1,200万ﾄﾝ/年

＜自動車（含むCNGタンク）＞

2007年 20万ﾄﾝ/年 2020年 200万ﾄﾝ/年

1,000

航空機航空機

自動車自動車

当社販売量当社販売量
予測ベース予測ベース

1,400



Copyright 2009 Toray Industries, Inc. All Rights Reserved. 22

次世代電気自動車への炭素繊維の貢献次世代電気自動車への炭素繊維の貢献

・車体軽量化技術

CFRPの利用により、
車体重量を３０％軽量化

軽量化の効果（電池重量400kgの場合）

・電池重量と航続距離

・軽量EV①
充電一回当たりの航続距離が１５０ｋｍ
から２００ｋｍに向上（３３％向上）

・軽量EV②
電池重量が４００ｋｇから２５０ｋｇに減少
（３５％減少）

炭素繊維による軽量化により、次世代電気自動車の普及を加速
① 航続距離が３３％向上 ②電池重量が３５％減

（東京大学 高橋教授試算）

250

200

150

100

50

0 0 100 200 300 400 500

航
続
距
離

(k
m

)

電池重量(kg)

軽量化後
軽量化前

①

②

使い易さの向上（航続距離向上） → 次世代環境改善自動車の普及速度を加速

電池材料（リチウム等）の減量 → 資源枯渇問題を緩和

次世代自動車拡大には炭素繊維による軽量化が有効

＜小型乗用車＞
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樹脂・コンポジットを中心とした自動車・航空機用素材の開発拠点を名古屋に設置

A&Aセンター（自動車・航空機開発拠点）

自動車・航空機・
IT・産業用途向け

ｼﾞｪｯﾄ旅客機ＭＲＪ向け
コンポジット開発

自動車・
エレクトロニクス・
ＩＴ・産業用途向け
樹脂開発

自動車向け
先端素材・部材・システム

融合技術開発

樹脂応用開発センター
（既設）

アドバンストコンポジットセンター
(2009年4月開所予定）

オートモーティブセンター
(2008年6月開所）

自動車・航空機の総合開発拠点自動車・航空機の総合開発拠点
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再生可能エネルギー源の推移再生可能エネルギー源の推移

2001 2010 2020 2030

30,000

20,000

15,000

10,000

5,000

0

世
界
の
電
力
供
給
量

世
界
の
電
力
供
給
量

2040

（出典）European Renewable Energy Council “Renewable Energy Scenario to 2040”

バイオマスバイオマスバイオマス

風力発電風力発電風力発電

太陽光発電太陽光発電太陽光発電

その他
地熱発電

その他その他
地熱発電地熱発電

（TWh）

水力発電水力発電水力発電

再生可能
エネルギー

19%

再生可能
エネルギー

34%

（年）

25,000
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世
界
の
風
力
発
電
導
入
量
（
G

W
：
１
機
当
た
り
の
定
格
出
力
Ｘ
機
数

)

大型風車（1.5～2.5MW）：３倍

CFRPを使った軽量大型ブレード
①発電能力は、ブレード長さの２乗に比例
②CFRPの高剛性が支柱衝突防止に必須
③トータルコストダウンにも軽量化が必須

1.5Mw級
30m翼

GF:1

CF:0.3
4Mw級
50m翼

GF:4.6

CF:1.4

ﾌﾞﾚｰﾄﾞ大型化には
高剛性なＣＦＲＰが

必須

風力発電の大型化風力発電の大型化

超大型風車（2.5MW～）：５０倍

中型風車（0.75～1.5MW）
小型風車（～0.75MW）

風車市場は
１０年で５倍に拡大
（2007→2017年）

炭素繊維使用量
約１トン／50mブレード１枚
約３トン／１機（ブレード３枚）

ガラス繊維製３０ｍ翼の
タワミ量を１とおいた比率

（出典）Composites Industry Monthly (March 2008) 

0

50

100

150

2005 2010 2015 （年）
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0%

20%

40%

60%

80%

100%

日本 世界

電気エネルギー源の脱火力化

火力発電
(石油・石炭）

（860ｇ-CO2/kWh）

CＦＲＰ製
大型風車

石炭

石油

ガス

原子力

水力
その他

電
力
源
（
出
典
：
IE
A
、
2
00
5
年
）

火
力
発
電

今後ＣＦＲＰ製大型・超大型風車が必須

風力発電（炭素繊維）

（10 ｇ-CO2/kWh）

風車への炭素繊維適用によるＣＯ風車への炭素繊維適用によるＣＯ２２削減効果削減効果

石炭

石油

ガス

原子力

水力

▲８５０ g-CO2削減／ｋＷｈ

（ＴＷｈ＝１０００，０００，０００ｋＷｈ）

（超大型・大型）

2007年 2020年

116TWh 3,090 TWh
2,570 TWh

（全体）

風力発電量の推移予測

2007年 2020年

１億トン
２６ 億トン

２２ 億トン

風力発電のＣＯ２削減効果は将来数十億トン／年規模に発展するポテンシャル風力発電のＣＯ２削減効果は将来数十億トン／年規模に発展するポテンシャル

風力発電によるCO2削減効果予測

（超大型・大型）

（全体）

＜炭素繊維製風車：約１／４貢献見込み＞
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風力発電用炭素繊維のＣＯ風力発電用炭素繊維のＣＯ２２削減貢献削減貢献

2020近傍
0

風力発電用風力発電用
当社炭素繊維による当社炭素繊維による

グローバルなグローバルな
COCO２２削減量削減量
（万ﾄﾝ）（万ﾄﾝ）

2,000

4,000

8,000

12,000

2015近傍2010 （年）

6,000

2007

＜風力発電用炭素繊維のＣＯ２削減効果＞

2007年 440万ﾄﾝ/年 2020年 約１億ﾄﾝ/年

10,000

当社販売量当社販売量
予測ベース予測ベース
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太陽光発電市場太陽光発電市場 （世界）（世界）

（出典） EPIA & Greenpeace “Solar Generation V” （2008年9月）

太陽光発電の年間導入量予測（世界） 太陽光発電の環境貢献

年間CO2削減量

（先進シナリオ）

（通常シナリオ）

2007年 2020年 2030年

0.08億㌧ 2.9億㌧ 21億㌧
2.3億㌧ 10億㌧

CO2排出削減効果の大きい太陽光発電市場は今後も拡大が期待されるCO2排出削減効果の大きい太陽光発電市場は今後も拡大が期待される

2006 2010 2020 2030
0

50

100

150

200

250

300

G
W

281GW

105GW

56GW

35GW

先進シナリオ（Advanced Scenario）
通常シナリオ（Moderate Scenario）

2.4GW

火力発電（石油・石炭）
（860 g-CO2/kWh）

太陽光発電
（50 g-CO2/kWh）

▲810 g-CO2削減／kWh

太陽光発電量

（先進シナリオ）

（通常シナリオ）

2007年 2020年 2030年

10TWh 362TWh 2,646TWh
283TWh 1,291TWh
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発電層

周辺部材

■ 技術ロードマップ

■ 技術的着眼点

2010 2020 2030

高耐久

効率向上

低コスト

周辺部材

低コスト

軽量・
フレキシブル

発電層

着眼点

ターンキー
装置／
プロセス

東レ保有技術

・フィルム

／フィルム加工

・コーティング

・有機半導体

・ナノ薄膜形成

・エレクトロニクス用

装置技術

特長
低コスト
軽量・フレキシブル

バッファー層

基板
陽極

陰極

光

有機発電層
（ﾄﾞﾅｰ＋ｱｸｾﾌﾟﾀｰ）
有機発電層

（ﾄﾞﾅｰ＋ｱｸｾﾌﾟﾀｰ）

展開例：有機薄膜太陽電池

新開発のドナー材料により、世界最高レベル※

の発電効率 5.5%を実現

※学会で発表された公開データに基づく（これまでの最高値：5.15%）

結晶シリコン

無機薄膜（薄膜シリコン、化合物）

有機系（色素増感、有機薄膜）

細線化

軽量・高機能化（効率向上）→ 高機能フィルム

バックシート
シール材

電極配線

ﾌﾛﾝﾄｼｰﾄ・基板

ﾎﾟｯﾃｨﾝｸﾞ樹脂

高耐久・

低コスト化

東レグループの太陽電池への取り組み東レグループの太陽電池への取り組み
（年度）
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東レグループの太陽電池への取り組み東レグループの太陽電池への取り組み

太陽電池構成部材と関連する当社製品群

結晶Si太陽電池 フレキシブル太陽電池

ガラス
セル

バックシート
接続箱
ﾎﾟｯﾃｨﾝｸﾞ樹脂、接着剤

フロントシート

基板フィルム

封止材
配線

青字：当社製品が
貢献できる用途 その他： 太陽電池製造装置

構成部材

バックシート

接続箱

ﾎﾟｯﾃｨﾝｸﾞ樹脂、接着剤

フロントシート

基板フィルム

当社製品群

“ルミラー”（PETフィルム）

エンプラ樹脂

シリコーン系樹脂

“トヨフロン”（フッ素フィルム）

“カプトン”（ポリイミドフィルム）

（東レ・ﾀﾞｳｺｰﾆﾝｸﾞ）

（東レﾌｨﾙﾑ加工）

（東レ・ﾃﾞｭﾎﾟﾝ）

太陽電池製造装置
（東レｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ）

1

2

3

4

5

1

2

3

4

5

7

7

世界シェアNo.1

半導体層6

6 半導体層

有機半導体

ウェットコーター、タイトラー、ボンディング装置、検査装置
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バックシートについてバックシートについて

バックシート用PETフィルムで世界トップシェアを維持するバックシート用PETフィルムで世界トップシェアを維持する

東レ 43%

PETフィルム世界シェア
（2008年シェア、当社推定）

ABCその他

世界シェアNo.1

バックシートの役割と機能

役 割

太陽電池モジュール裏面保護

必要機能

・耐候性 （耐加水分解、耐UV）
・保安特性 （絶縁、難燃性）
・水蒸気バリア性
・機械的強度

PET（耐加水分解）

水蒸気ﾊﾞﾘｱﾌｨﾙﾑ

PET

PET（白色） ・性能・コストバランスに優れる
PETフィルムからなる構成
・日系メーカーで主流の構成
・欧米メーカーへも展開中

バックシートの構成例

フッ素（PVF）

PET

フッ素（PVF） ・耐候性のあるフッ素フィルム
を使用する構成
・欧米で多く見られる構成

東レGの強み

① 耐加水分解性に優れたPETフィルム

PET系バックシートにおけるデファクトスタンダードの地位を確立

日欧韓中4拠点での生産、クイックレスポンス

【トピックス】
耐加水分解PETフィルムを12千ﾄﾝ（2009末）、24千ﾄﾝ（2010以降）へ増能力

② グローバルオペレーション
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（出典）：環境省、第１回地球温暖化対策技術検討会資料（2004年）

民生分野エネルギー消費構造民生分野エネルギー消費構造

暖房用
21.1%

冷房用
8.7%

給湯用
21.6%厨房用

8.2%

動力他
40.4%

業務部門のエネルギー消費構造

電気

ガス

石油

その他

家庭部門のエネルギー消費構造

暖房用
21.1%

給湯用
29.0%

厨房用
6.5%

照明
コンセント等
36.4%

電気

都市ガス

ＬＰＧ

灯油

太陽光

その他

民生分野（業務・家庭）では冷暖房で消費されるエネルギー比率が大きい

－49－55％省エネ率
4.522.324.492.01Kcal/m2・h･℃単位熱損失量

断熱材
有り

断熱材
有り

断熱材
無し

断熱材
有り

関東・九州北海道

断熱材による省エネ効果

前提：断熱施工を完全に行った場合
（出典）：内閣府、第８次国民生活審議会資料（1981年）

住宅・建築物の

断熱がポイント

住宅・建築物の住宅・建築物の

断熱がポイント断熱がポイント

冷房用
1.9%
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ナノテクノロジーによる熱損失低減材料の創出

当社極限技術（繊維・樹脂・フィルム）を展開当社極限技術（繊維・樹脂・フィルム）を展開

住宅の
熱損失割合

開口部
41%

換気
19%

壁
21%

床
12%天井
7% 開口部

（窓）

４１％

換気

１９％

壁

２１％

床

１２％天井
７％

４０％

100nm1μm

ナノファイバーナノファイバー汎用繊維 マイクロファイバー

10μm

繊繊 維維 --ナノ繊維化技術ナノ繊維化技術--

高性能

熱交換素子

高性能

熱交換素子

高性能

断熱材

高性能

断熱材

高性能

遮熱フィルム

高性能

遮熱フィルム
開口部断熱

壁・床・天井断熱

換気部断熱

高性能熱損失低減材料高性能熱損失低減材料
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1.09

0.95

0.27

0.26

1.12
(32.6%)

1.09
(31.8%)

0.95
(27.7%)

0.27
(7.9%)

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5

3.0

3.5

4.0
国土交通省管轄財団法人「建築環境省エネルギー機構」
住宅用熱負荷計算プログラムにより年間冷暖房負荷と
ＣＯ２排出量を試算。

国土交通省管轄財団法人「建築環境省エネルギー機構」
住宅用熱負荷計算プログラムにより年間冷暖房負荷と
ＣＯ２排出量を試算。

＜前提条件＞
■住宅モデル（図１）
戸建住宅 延べ床面積125.88m2 （日本建築学会標準モデル）
■地域設定
東京（次世代省エネ基準：Ⅳ地域）
■空調計画と条件
①空調計画
間欠運転（日本建築学会 標準スケジュール）
②設定温湿度
冷房設定：温度28℃、湿度60%RH
暖房設定：温度22℃、湿度なりゆき

■試算係数
①電力換算係数（MJ／kWh）＝3.6、②機器効率（ＣＯＰ）＝暖房2.5、
②冷房3.0（冷暖房のエネルギーは全て電力で供給）
③CO2排出原単位（ｔ－Ｃ／kWh）＝0.00011（暖冷房時）、④CO2／Ｃモル比＝3.664

■ＣＯ２排出量（ｔ／年）
＝ 年間電力使用量（kWh／年）
×CO2排出原単位（ｔ-C／kWh）
×（CO2／Ｃモル比）

図１．計算モデル
（戸建住宅）

ＣＯＣＯ22削減削減の期待値の期待値

冷暖房

給湯

照明

厨房

３．４３ｔ

２．５７ｔ

ＣＯ２

２５％削減
(▲０．８６t/年・戸)

従来住宅

(S55旧省ｴﾈ基準相当)

熱損失低減
技術適用

国内住宅（5038万戸）の30%へ普及

CO2排出量：1,300万ﾄﾝ/年削減

0.86t/年・戸×（5038万戸×0.3）

（CO2ﾄﾝ／世帯・年）

排
出
量
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 地球環境問題と企業を取り巻く環境

 地球環境問題への東レの取り組み

- プロジェクト“エコチャレンジ” -

環境保全

ソリューション提供

・省エネルギー･新エネルギー

・バイオマス

・水処理

 まとめ

目次目次
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バイオマス原料時代の到来バイオマス原料時代の到来

原料のライフサイクル化石資源の枯渇

化
石
資
源

動 力

原 料

熱

2010 2050・・・

バイオマス
原料

新エネ
ルギー

焼却
廃棄

バイオマス原料バイオマス原料

ポリマーポリマー

バイオマス系ポリマー製品

（繊維・樹脂・フィルム）

バイオマス系ポリマー製品

（繊維・樹脂・フィルム）

ＣＯ２
水

光合成

焼却
・分解

重合

発酵

リニューアブル
（再生） モノマーモノマー

ポリマーポリマー

化石原料化石原料

化石系
ポリマー製品
化石系

ポリマー製品

重合

モノマーモノマー

精製
・合成

リサイクル

C. J. Campbell, et al.
ASPO (2004) 

（年度）
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ポリ乳酸ポリ乳酸

ポリ乳酸

ポリ乳酸製品

高性能化

東レのポリ乳酸テクノロジー

ナノアロイ技術

・コンパウンド手法
・相溶化技術

高強度化技術

・延伸技術
・ｽﾃﾚｵｺﾝﾌﾟﾚｯｸｽ

柔軟化技術

・エラストマー設計

難燃化技術

・非ハロゲン難燃化

加水分解抑制技術

・末端封鎖/鎖延長

高耐熱化技術

・植物繊維強化

東レ保有のテクノロジーによって,ポリ乳酸を高性能化し用途展開

カーペット、自動車内装 など ﾌﾞﾘｽﾀｰﾊﾟｯｸ、食品容器・包装など

繊 維 樹 脂フィルム

パソコン、薄型ＴＶ、玩具 など

表層に選択的に炭化層形成 →高度難燃化

非ハロゲン
難燃剤

ポリ乳酸

炭化層
形成剤

消火炭化層

難
燃
化

炎

高性能ポリマーのナノ分散 →飛躍的特性向上

ポリ乳酸

高性能ポリマー

5nm

20nm
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分離・精製技術分離・精製技術 発酵・培養・遺伝子技術発酵・培養・遺伝子技術

水処理分離膜水処理分離膜

人工腎臓人工腎臓

インターフェロンβインターフェロンβ

ＤＮＡチップＤＮＡチップ

有機合成技術有機合成技術

ピルビン酸Ｎａピルビン酸Ｎａ

Ｄ－酒石酸Ｄ－酒石酸

＋ ＋

膜利用発酵プロセス： 化学プロセス並の高効率バイオプロセス

→ ・非可食バイオマスからの高効率なポリマー原料合成を可能とする
・東レ保有技術（独創的固有技術）の融合により開発

など など など

膜利用バイオプロセス膜利用バイオプロセス

1,3-プロパンジオール

乳酸

ダイマー酸

セバシン酸

変性セルロース

ＰＴＴ

ポリ乳酸

柔軟性
ポリエステル

ナイロン610

熱可塑
セルロース

ポリマー ブランド名

Fitty

Ecodear

Amilan

Foresse

バイオマス変換技術

東レのバイオマスポリマー

R

R

非可食
バイオマス
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 地球環境問題と企業を取り巻く環境

 地球環境問題への東レの取り組み

- プロジェクト“エコチャレンジ” -

環境保全

ソリューション提供

・省エネルギー･新エネルギー

・バイオマス

・水処理

 まとめ

目次目次
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水資源の現状水資源の現状

アメリカ
カリブ

北アフリカ
スペイン

インド

オーストラリア

（出典）IWMI Report 2006

中 国

渇水のない地域

物理的渇水地域（水資源使用率>75%）

物理的渇水に近い地域（同上>60%）

経済的渇水地域（同上<25%，貧困地域）

評価なし

中東

：東レの主な事業展開地域

★世界各地で「水不足」が問題となっており、今後、さらに深刻化する懸念あり★世界各地で「水不足」が問題となっており、今後、さらに深刻化する懸念あり

世界人口 ６５億人

飲料水（生活用水含む）が得られない １１億人（内、アジア ７億人）

衛生設備 （下廃水・屎尿処理）がない ２４億人（内、アジア １９億人）
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水処理膜技術水処理膜技術発展の歴史発展の歴史

0

1000

2000

3000

4000

ＲＯ膜のコンセプト発表［米国］（1953）

ＲＯ膜研究開始（1968）

本格生産開始（超純水プラント）（1980）

海水
淡水化

その他
下廃水再利用
超純水 など

1955 1960 1965 1970 1975 1980 1985 1990 1995 2000 2005 2010

（年度）

故ケネディ米大統領スピーチ（1960）

大型かん水淡水化
プラントへ納入 （1996）

かん水：塩分を含んだ地下水など

世界最大の下水再利用
プラントへ納入 （2004）

大型海水淡水化
プラントへ納入 （2001）

かん水
淡水化

1950

（万m3／日）

水
量
換
算
年
間
出
荷
量
（
世
界
市
場
）

東レは40年前からRO膜研究を開始、全ての水処理膜を自社開発東レは東レは4040年前から年前からRORO膜研究を開始、全ての水処理膜を自社開発膜研究を開始、全ての水処理膜を自社開発
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除去対象物質と水処理膜の種類除去対象物質と水処理膜の種類

膜

製

品

膜
の
種
類

分
離
対
象
物
質

大きさ

ＮＦ（ナノろ過）ＲＯ（逆浸透） ＵＦ（限外ろ過） ＭＦ（精密ろ過）

0.001 ㎛ 0.01 ㎛ 0.1 ㎛ 1 ㎛ 10 ㎛

高分子イオン・低分子
コロイド

粘土トリハロメタン

1価イオン

農薬・有機物

クリプトスポリジウム大腸菌

多価イオン
バクテリア

超純水の製造
海水の淡水化
廃水再利用

硬水の軟水化

有害物質の除去

病原性微生物の除去
下廃水処理

海水淡水化の前処理

下廃水処理

ＲＯ膜 ＮＦ膜 ＵＦ膜 ＭＦ膜

低 圧 膜ＲＯ・ＮＦ膜

ＭＢＲ
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東レの水処理膜事業とグローバル展開東レの水処理膜事業とグローバル展開
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<Saudi>

3 万m3/日

<Saudi>

3 万m3/日

<UAE>

4.5 万m3/日

<UAE>

4.5 万m3/日

<Trinidad >

13.6 万m3/日

<Trinidad >

13.6 万m3/日

<Japan >

8.8 万m3/日

<Japan >

8.8 万m3/日

<Singapore >

22.8 万m3/日

<Singapore >

22.8 万m3/日

<Singapore >

13.6 万m3/日

<Singapore >

13.6 万m3/日

<Korea >

3 万m3/日

<Korea >

3 万m3/日

<Saudi>

15 万m3/日

<Saudi>

15 万m3/日

<Algeria>

20 万m3/日

<Algeria>

20 万m3/日

<Kuwait>

32 万 m3/日

<Kuwait>

32 万 m3/日

<Israel>

9.3 万m3/日

<Israel>

9.3 万m3/日

下廃水再利用
ＲＯ膜

海水淡水化
ＲＯ膜

下廃水処理
ＭＢＲ

河川水の浄化
ＭＦ・ＵＦ膜

<China>

0.65 万m3/日

<China>

0.65 万m3/日

受注プラント代表例

<China >

7.8 万m3/日

<China >

7.8 万m3/日

RO膜の全出荷量（水量換算）：1,800 万m3/日 （7,600万人の生活用水）

かん水淡水化
ＲＯ膜

<KSA >

12 万m3/日

<KSA >

12 万m3/日
<Iran >

10 万m3/日

<Iran >

10 万m3/日
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ＲＯＲＯ膜技術の海水淡水化への適用膜技術の海水淡水化への適用

ＲＯ膜法蒸発法
気化海水や加熱蒸気*→淡水
中東海淡で主流。

膜分離法の特長膜分離法の特長

プロセスのエネルギー消費とＣＯ２排出量 【東レ試算】

蒸発法 RO膜法

消費エネルギー[kWh/m3] 52~64 4~6

CO2排出量 [  kg/m3 ]      12~15 2.2~3.3

約80％の
CO2排出

削減

①設備費が安い。 蒸発法の ０．５～０．９倍

②所要海水量が少ない（高回収率）。 蒸発法の １／４以下

③所要エネルギー（熱＋電力）が小さい。 蒸発法の １／５以下

淡水
加熱
蒸気

海水

気化

濃縮海水

蒸気
回収

冷却

蒸気凝縮

低圧ＲＯ高圧ＲＯ

濃縮
海水前処理

海水
淡水

圧力をかけて膜から水を透過させる。
要求水質に応じて多段対応。

*MED(Multi Effect Distillation)の場合
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海水淡水化ＲＯ膜・技術進歩と造水コスト低減海水淡水化ＲＯ膜・技術進歩と造水コスト低減

ＲＯ膜法は、技術進歩とコスト低減により、造水技術の基幹プロセスとして
世界の水不足地域で導入されてきた。

ＲＯ膜法は、技術進歩とコスト低減により、造水技術の基幹プロセスとして
世界の水不足地域で導入されてきた。

2. ＲＯ膜造水性能の向上と量産化に
よるコストダウン

1. ＲＯ膜性能の向上（塩透過率の低減）

D&WR, 16(2), 10-22 (2006). 

IDA news Water, 15 , 9-10 (2006). 

（％）

Global Water Intelligence , August (2006). 

1.4

1.0

0.8

0.5
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0.2
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1.0

1.5
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100.0

19.8 15.9
9.8 9.7

27.8

0
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1978 1989 1995 2000 2002 2006

0

2
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6

8

10

12

14

1970 1980 1990 2000 2006
(ADC)

0

0.5

1.0

1.5

1.03

ＲＯ膜法

1.38

蒸発法

（US$/m3）（KWh/m3）

4. 中東における造水コスト比較3. エネルギー消費量の低減

塩
透
過
率

膜
コ
ス
ト
比
／
造
水
量

造
水
コ
ス
ト

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量

（年度）（年度）

（年代）
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85

90

95

100

0.4 0.5 0.6 0.7 0.8

高ホウ素除去膜

従来膜

100

95

90

85

造水量 （ｍ３／ｍ２・日）

（％）

ホ
ウ
素
除
去
率

●
●

●
●

●
●

●

0.4 0.5 0.6 0.７ 0.８

1. 高性能（高ホウ素除去，省エネルギー）膜の開発

2. 【新製品】１６インチＲＯエレメント

最新の自動巻囲機によって、安定した品質と 高膜面積を実現。

・エレメント単価（$/m2）の低減

・低い初期投資と運転コスト(従来比15-20%減)

・設置面積の低減 (従来比15%減)

高性能膜技術とエレメント製造技術によって消費エネルギー（CO2排出）を低減。

高分子ＲＯ膜技術によるさらなる省エネ推進高分子ＲＯ膜技術によるさらなる省エネ推進

16ｲﾝﾁｴﾚﾒﾝﾄ (左)と

従来 8ｲﾝﾁｴﾚﾒﾝﾄ（右）

ＲＯ膜

基材基材

支持膜
支持膜

最適孔径を持つポリマー分子を設計
→高透水性能と高ホウ素除去性能を実現

当社独自の分子設計技術を駆使し、海水淡水化用逆浸透膜（ＲＯ膜）のｻﾌﾞﾅﾉﾒｰﾄﾙ
（ﾅﾉﾒｰﾄﾙ(10億分の１ﾒｰﾄﾙ)の1/10）の空孔直径（孔径）を高精度で制御。

当社独自の分子設計技術を駆使し、海水淡水化用逆浸透膜（ＲＯ膜）のｻﾌﾞﾅﾉﾒｰﾄﾙ
（ﾅﾉﾒｰﾄﾙ(10億分の１ﾒｰﾄﾙ)の1/10）の空孔直径（孔径）を高精度で制御。

空孔

ホウ素
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水処理ＣＯ水処理ＣＯ２２削減貢献削減貢献

・蒸発法→ＲＯ膜法（海水淡水化＋純水製造）による削減分。

＊かん水RO，下廃水ROは除く。

・ＲＯ膜寿命を５年とし、稼働しているＲＯ膜の造水量を考慮。

・2020年の予測 2010年→2015年と同等の増加と仮定。

算出前提算出前提

2020近傍
0

2,000

4,000

8,000

12,000

2015近傍2010 （年度）

10,000

6,000

2007

約940万ﾄﾝ

約１億ﾄﾝ

東レ製品による
CO２削減量

（万ﾄﾝ）
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 地球環境問題と企業を取り巻く環境

 地球環境問題への東レの取り組み

- プロジェクト“エコチャレンジ” -

環境保全

ソリューション提供

・省エネルギー・新エネルギー

・バイオマス

・水処理

 まとめ

目次目次
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水処理・
環境

電情材
樹脂・
ケミカル

炭素繊維
複合材料

繊維

リサイクル

水処理・空気浄化

環境低負荷

バイオマス

（ﾊﾞｲｵｹﾐｶﾙｽﾞ）

新エネルギー

省エネルギー

フィルム

高効率製造プロセス ・ 省エネ成形技術 ・ 膜利用省エネプロセス ・ 自家発電近代化

ＰＥＴ、Ｎ６、ＰＢＴ、ＡＢＳ、ＰＰＳ

風力発電

非食糧バイオマス由来ポリマー製品

リチウムイオン電池・燃料電池用材料

非ハロ難燃材料 ｴｱﾌｨﾙﾀｰ

膜利用ケミカル
プロセス

ＤＭＳＯ

塗装代替
成形フィルム

人工皮革
エコプロセス

セルロース繊維
（溶剤フリー）

太陽電池用材料

水処理膜・
モジュール・
システム

樹脂ＢＭ

プロジェクトプロジェクト “エコチャレンジ”“エコチャレンジ”

省エネハウス材料 （断熱・遮熱・熱交換材料）

先進ＥＬ材料 膜処理法
水処理

メンブレン
バイオ
リアクター

蓄電部材

耐熱バグフィルター 水なし平版ＣＮＧ・Ｈ２タンク

ＣＦＲＰ

持続可能な循環型社会発展に向け、エコを総合的に捉え、省資源・地球環境保護に

先進的に取り組む東レグループの活動（プロジェクト）の総称

航空機・自動車用
樹脂・複合材料

ライフサイクルマネジメント（ＬＣＡ、エコ効率分析）
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東レの地球環境対応ロードマップ東レの地球環境対応ロードマップ

1990 2010 20202000 2030

Ａ：排出量削減

省エネルギー

革新プロセス

バイオ・ポリマー

Ｂ：製品による CO2 排出量削減への貢献

自動車・航空機の軽量化

水処理システムの展開

新エネルギー など

年

▲▲ 1.1.33倍倍 ▲▲ 2020倍倍
さらに拡大さらに拡大Ｂ／Ａ：Ｂ／Ａ：COCO22削減貢献度削減貢献度
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東レＣＯ東レＣＯ２２削減貢献削減貢献

CO２排出量

（万ﾄﾝ）

東レ製品による
CO２削減量

（万ﾄﾝ）

2020近傍
5,000

0

5,000

15,000

25,000

2015近傍2010 （年度）

20,000

10,000

2007

＜東レＣＯ２削減効果＞

2007年 1,600万ﾄﾝ/年 2020年近傍 22,000万ﾄﾝ/年

東レ製品による

CO２削減への貢献拡大

CO2削減貢献度 １．３倍 ２０倍
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環境配慮型製品事業拡大環境配慮型製品事業拡大

2012近傍 2020近傍2004 2005 2006 2007
0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

環境配慮型製品事業を2020年近傍売上高１兆円に拡大し、

営業利益率15%超を目標とする

環境配慮型製品事業を環境配慮型製品事業を20202020年近傍売上高１兆円に拡大し、年近傍売上高１兆円に拡大し、

営業利益率営業利益率15%15%超を目標とする超を目標とする

12,000

省エネルギー

水処理

空気浄化

環境低負荷

リサイクル

新エネルギー

バイオマス

その他

（）内数値全体に対する比率

（13%）

（40%）

（億円）

売
上
高
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東レの新成長戦略東レの新成長戦略 －まとめ－－まとめ－

革新技術の開発により製造段階でのＣＯ２排出原単位を更に低減し
環境配慮型製品の高成長に伴うＣＯ２排出量の増加を抑制する。

東レは地球環境に経営の軸足を置き、
「持続可能な低炭素社会」の実現に貢献する

東レは地球環境に経営の軸足を置き、
「持続可能な低炭素社会」の実現に貢献する

ライフサイクル全体でＣＯ２排出削減に貢献する先端材料・ｿﾘｭｰｼｮﾝ
を提供することで、ＣＯ２削減、低炭素社会の実現に貢献する。

地球環境に軸足を置いた

環境配慮型製品によるＣＯ２削減効果は、
２０２０年近傍 ： ＣＯ２削減貢献度 ２０倍、 ２億㌧以上

環境配慮型製品ビジネスは、
２０２０年近傍 ： 売上高１兆円規模（売上高全体の４０％）

近く、社長直轄の「地球環境戦略推進室」を設置し、
地球環境に軸足を置いた東レグループの新成長戦略を推進する。
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（環境に関する社会的責任投資株式指数など）

Dow Jones Sustainability World Index （「ディー・ジェイ・エス・アイ・ワールド」(DJSI World)）

世界の代表的なSRI(Socially Responsible Investment,社会的責任投資)指標。ディー・ジェイ・エス・アイ・ワールド
の構成銘柄の見直しは毎年9月に行われ（世界の企業2,500社を対象に、「経済」「環境」「社会」の3つの側面から
企業を評価し、業種毎に上位10%の企業を採用）、2008年9月24日に発効したディー・ジェイ・エス・アイ・ワールド
2008/2009には、世界で320社が採用され、そのうち日本企業は東レを含む36社が採用されている。なお、東レ
が区分されている化学業種では、世界で9社が採用になり、昨年度に引き続き、日本では東レが唯一採用された。

モーニングスター社会的責任投資株価指数

①ガバナンス／アカウンタビリティ、②マーケット(消費／顧客対応、調達先対応)、③雇用、④社会貢献、⑤環境、
の５つのクライテリアに関して、上場公開企業約3,600社へのアンケート調査 を実施、既存のSRIの選定基準が主に
倫理や責任の面から策定された基準であるのに対して、企業の能動的な姿勢、つまり「創造」的な基準を重視して
SRIインデックス組入れ銘柄を決定（150社）。

KLD Global Climate 100 Index

世界有数のSRI専門調査機関米国KLD Research & Analytics社が、地球温暖化を防止し、気候変動を解決する
長期的ソリューションを有する世界企業100社を選定し、その株価を指数化した世界初のグローバル株式インデック
ス。再生エネルギー、クリーンテクノロジー、代替燃料の開発企業・大口ユーザー企業に投資するもので、投資家に対
して新エネルギーの開発・利用を進める企業に投資する投資戦略を提供する。GC100は2005年7月1日に設定され、
現在、日本企業16社（東レ含む）、北米企業54社、欧州企業26社、アジア企業4社が組み入れられている。
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国連協会ニューヨーク本部「２００８年ヒューマニタリアン賞」を受賞国連協会ニューヨーク本部「２００８年ヒューマニタリアン賞」を受賞

当社の環境配慮型事業活動ならびにＣＳＲ活動が気候変動や社会の持続的成長に貢献し
ていると評価され、国連協会ニューヨーク本部から２００８年の「ヒューマニタリアン賞」を受賞。

当社の環境配慮型事業活動ならびにＣＳＲ活動が気候変動や社会の持続的成長に貢献し
ていると評価され、国連協会ニューヨーク本部から２００８年の「ヒューマニタリアン賞」を受賞。

国連協会ニューヨーク本部「ヒューマニタリアン賞」

2000年国連ミレニアム・サミットで採択されたミレニアム・ゴール（Millennium Development Goals; 
21世紀の国際社会の８つのゴール）から、毎年１つのテーマを選び、その分野で大きな貢献が認められ
る企業・個人・団体へ授与。過去にはユニセフやＧＥ基金などが受賞。
本年のテーマは「環境・気候変動」で、環境問題全般への取り組みが対象となり、当社の他、潘基文
（パン・ギムン）国連事務総長、オラフル・ラグナル・グリムソン アイスランド共和国大統領が受賞。

当社受賞経緯

当社の環境配慮型事業活動（水処理・造水事業の
展開、炭素繊維による温室効果ガス削減への貢献等）
ならびにＣＳＲ活動（省エネ、職場改善等）が気候変動
や社会の持続的成長に貢献していると評価された。

今後とも、「Ｃｈｅｍｉｓｔｒｙ（化学）の力」による先端材料を駆使し、
持続可能な成長を可能とする循環型社会の構築に貢献していく。

今回当社とともに受賞された潘基文（パン・
ギムン）国連事務総長と榊原社長

2008 Michael DamesＣ○
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本資料の業績予想、見通し及び事業計画

についての記述は、現時点における将来

の経済環境予想等に基づいています。

本資料において当社の将来の業績を保証

するものではありません。
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